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○取組みを行った背景／理由 （視察の理由）
　 EV（電気自動車）の充電スタンドが全県域に整備さ
れているとともに、路線バスとしてEVバス（電気バス）
の実証も行われていて、全国に先駆けたスマートシティ
のひとつのコンテンツであるEV普及（車の普及とICT/
ITS 活用の拡大）のポイントを把握するために視察を
行った。
○取組みの実施期間

　平成25年5月23日（木）～5月24日（金）
○取組み（ヒアリング結果）

①ゆいレール
　現在の利用状況と併せて、今後の他交通機関との連携
やICT/ITS活用の展望等をお尋ねした。利用状況は良
好で、現在ゆいレールと那覇バスが乗り放題となるバス
モノパスを展開しているが、まだ目立ったメリットは出
ていない。駅へのフィーダーバスやパーク＆ライドの拡
大の要望や将来のLRT導入や県内鉄道構想との連携を
想定している。以前より要望の多いICカードは、今年
度導入開始予定で、4社のバス会社と共通で利用できる
ようになる。ICカードの拡大利用や他システムとの連携
によるさらなる利便性向上が期待される。また、観光客
が利用するレンタカーが非常に多い地域であるため、レ
ンタカーや観光地と連携したサービスモデルの構築も期
待でき、ICT/ITSが活躍できる場面は多いと思われる。

②沖縄県（交通政策課、環境政策課、産業政策課）
　那覇市を中心とした交通渋滞の現状、その緩和策の成
果並びにICT/ITSの活用状況について ヒアリングを実
施した。最大の課題は、人口増加に伴って車両保有台
数が増え、高い車への依存度（公共交通利用者減少）に
よって発生する那覇都心部の渋滞解消で、まさにマイ
カーから公共交通利用へのシフトが重要である。パーク
＆ライドなどの取組は実施しているが今一歩普及してお
らず、今後もさらにマイカー利用者の低減を図るため
に、バス会社の競合の解消やパーク＆ライドの普及拡大
等のために対策を検討し、ICT/ITSを活用する場面は
今後抽出していく必要がある。また、車への依存度向上
に伴い、メタボリック等の健康問題も目立って来てお
り、交通とヘルスケアといった連携もICT/ITSによっ
て検討できるかもしれない。

③（株）AEC
　観光客向けのインフラとして、EV レンタカーユー
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沖縄交通関連事業者視察
（一般社団法人 九州経済連合会）

○その他
　交通系ICカードの導入がこれからなので、交通事情
を改善していくよいタイミングであり、新たな ICT/
ITSと連携してトライできる部分が多く存在すると思わ
れる。今後は、地場の産官学でアイデアを出し合う地域
交流会の開催等、今後のより効率的な交通システムの実
現を可能ではないかと思われる。

④（株）ピューズ
　沖縄県の中型電気バス実証運用と平和祈念公園スマー
トパーク事業を手掛けている。電気バスは、開発コスト
を下げるため中古車体を改造して製造してして運行して
いるが、実証運用では、非ラッシュアワーということも
あり検証データは少ない。その他に電力の基本料金が高
い、充電時間が長い等商用化にはまだクリアしなければ
ならない課題が多い。将来は製造工場を沖縄に建てて、
地元での雇用拡大を目指している。スマートパーク事業
については、ソーラーパネルの発電量で、パーク内EV
バスの電力とEV充電設備の電力を賄っているが、まだ
充電利用が少ないので将来は不明。システムでは、電力
の受給バランス管理、バッテリー状態監視、パワコン制
御、充電器制御等を実施しているが、イニシャルコスト
がかかり過ぎることや補助金で開発しているため、余剰
電力を売電できない等の課題がある。

　長崎市LRTナビゲーション推進協議会（以下、協議会）
は、平成23年度の国土交通省「ユニバーサル社会に対応
した歩行者支援に関する現地事業」（長崎地区）として「3G
回線を活用した路面電車・利用者双方向位置情報配信シ
ステムによる歩行者移動支援サービス」が採択されたこと
により、路面電車の低床車両位置情報配信サービス『ドコ
ネ』を平成23年10月7日から提供開始しました。現在は、
車両とサーバ間通信に長崎電気軌道の軌道内情報ネット
ワークを活用してサービスを継続しています。提供するコ
ンテンツも長崎河川国道事務所との連携によって観光情報
が充実し、渋滞情報マップも参照できるようになりまし
た。協議会の構成と役割は、以下の通りです。

・長崎県立大学（協議会会長、e-mail: morita@sun.ac.jp）
・長崎電気軌道株式会社（協議会副会長、運用主体）
・扇精光株式会社（情報提供システムの管理）
・長崎市まちなか事業推進室（技術指導、広報、運用支援）
・長崎県グリーンニューディール推進室（技術指導、運

用支援）
・長崎河川国道事務所（運用支援、技術指導）

　ドコネとは長崎弁で「どこですか？」を意味するもので、
「低床車はどこね」「乗車にお手伝いを必要としている方は
どこね」「（観光名所の）眼鏡橋はどこね」「おいしいカステ
ラ屋さんはどこね」と利用者に親しまれることを願ったも
のです。具体的な内容は、下図の通りです。

長崎県

路面電車低床車両位置情報提供サービス「ドコネ」
（長崎 ITS推進研究会・長崎市LRTナビゲーション推進協議会）

長崎県立大学長も出演した生中継：↑長崎車内↓東京会場

・対象者：障がい者、高齢者等の路面電車への乗降に支援
を必要とする方、旅行者等の土地に不慣れな方。

・サービス（http://www.otter.jp/naga-den/）の流れ：
①低床車に搭載したタブレット端末からGPSによって

位置情報を取得しサーバへ送信。
②サーバは、位置情報を携帯電話やパソコン等で閲覧可

能な情報に変換して利用者に配信。
③利用者は、携帯電話等の端末を用いて低床車の運行状

況（走行位置）を確認。さらに、同じシステム上で乗

車意思を登録可能。
④支援を必要とする方の乗車意思を運転手側の車載タブ

レット端末へ伝達。運転手は、支援を必要とする方へ
の配慮を乗客に要請。

⑤停留所近辺のバリア情報、観光情報等についても携帯
端末等に提供し、最も混乱しがちな乗降時の行動を円
滑に行える支援サービスを提供。

・利用する情報端末：低床車の位置配信と運転手への情報
伝達に Android タブレット、利用者は携帯電話及びス
マートフォン、パソコン等。

　ITS世界会議東京2013においては、遠隔ショーケース
として、インターネット経由で長崎市内走行中の路面電車
車内から東京ビッグサイトへHD映像ライブ中継を行いま
した。

　また五島市三井楽町に設置されたマイクログリッドから
EVを自走式電池として避難所等へ電気を運ぶプロジェク
トにおいて低廉かつ安定した位置情報表示システムとして
即応可能であることを実証しました。
　今後も地域の ITS として暮らしの安心安全に寄与しつ
つ、より多くのモビリティへより細やかなサービスを展開
し、モビリティ・ICT・エネルギーの統合インフラビジョ
ンとしてまちづくりへの貢献も続けて行きたいと考えてい
ます。視察や意見交換のご希望がございましたら、お知ら
せ下さい。

ザーをターゲット（ヒアリング当時、県内レンタカー登
録台数2万台／そのうちEV約200台）に急速・中速充電
設備を沖縄県内に22か所30基設置しているが利用が伸
びない状況。ペーパーメディアによるPRやスマートホ
ンを活用した観光サービスとの連携等も実施しているが
芳しくない状況。今後は、EV 購入に対する優遇措置、
EV充電設備の利用促進に向けた各種サービスの創造や
観光地との連携、EVアイランドとしてのブランディン
グ等、多くの施策が必要になると思われる。

2014年版




